
75

 益 企 謝 亜 喰 戚 廃 越 床 澗 鴻 殖 鎧 原 製 廃 姥 汐 戚

 促 鹸 促 鹸 亜 蟹 陥 虞 原 郊 紫 焼 切 託 朝 展 督 馬

 鎧 原 製 砧 逆 叔 砧 悦 砧 悦 焼 醤 焼 醤

 嬢 食 嬢 食 神 推 酔 政 生 戚 益 企 謝 亜 喰 戚

 廃 越 床 檎 蟹 澗 嬢 汗 機 蟹 亀 侯 掘 穴 欠 偶 虞
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拙紫，拙溢 : 繕呪焼（Cho Su-a）
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 チャクサ チャッコク チョ スア

 ［tSakʔsa tSakʔkok tSo sua］
 拙紫 拙溢 :繕 呪焼
 作詞 作曲 チョ・スア

［1］

［クデ ソンカラギ ハングル  スヌン  パメン］

［kɯdɛ sonʔkaraɡi hanɡɯl ʔsɯnɯn pamen］

益企　謝亜喰戚　廃越　 床澗　鴻殖
君の 指が ハングルを 書く 夜は

［ネ マウム  ハングソギ チャリッチャリッ］

［nɛ maɯm hanɡusɔɡi ʔtSaritʔtSarit］

鎧　原製　廃姥汐戚　促鹸促鹸
ぼくの 心の 片隅が キュン

［カ ナ ダ ラ マ バ サ ア ジャ チャ カ タ パ ハ］

［ka na da ra ma ba sa a  dʒa tSha kha tha pha ha］

亜 蟹 陥 虞 原 郊 紫 焼 切 託 朝 展 督 馬
 カ ナ ダ ラ マ バ サ ア ジャ チャ カ タ パ ハ

［ネ マウム  トゥドゥんシル トゥグンドゥグン］

［nɛ maɯm tuduŋSil tuɡɯnduɡɯn］

鎧　原製　砧逆叔　砧悦砧悦
ぼくの 気持ち ふんわり ドッキドキ

［ア ヤ ア ヤ オ ヨ オ ヨ］

［a ja a ja ɔ jɔ ɔ jɔ］

焼醤　焼醤　嬢食　嬢食
アヤ アヤ オヨ オヨ

［オ ヨ ウ ユ ウ イ］

［o  jo u ju ɯ i ］

神推　酔政　生戚
オヨ ウユ ウイ

［クデ ソンカラギ ハングル  スミョン  ナヌン］

［kɯdɛ sonʔkaraɡi hanɡɯl ʔsɯmjɔn nanɯn］

益企　謝亜喰戚　廃越　 床檎　蟹澗
君の 指が ハングルを 書けば ぼくは

［オヌセ ナド モルレ ルルルラルラ］

［ɔnɯsɛ nado mollɛ rulluralla］

嬢汗歯　蟹亀　侯掘　穴欠偶虞
いつしか 知らぬ間に ルンルン

● 謝亜喰 指

● - 戚 …が

● 床澗 書く．床陥（書く）

の連体形

● 鴻 夜

● - 殖＝ -拭澗 …には

● 鎧 ぼくの．私の

● 廃姥汐 片隅

● 床檎 書けば．床陥 書

く．- 檎 …すれば

● 蟹 ぼく．私

● - 澗 …は

● 嬢汗歯 いつの間にか

● 蟹亀 侯掘 ぼくも知ら

ないうちに．自分でも

わからず．
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［2］

［クデ  ナワ ハムケ  ハングル  リんヌン  アチム］

［kɯdɛ nawa hamʔke hanɡɯl iŋnɯn atShim］

益企  蟹人  敗臆  廃越  石澗  焼徴
君  ぼくと 共に ハングル 読む 朝

［ヘッサレ  サんクマﾐ      サップンサップン］

［hɛʔsare  saŋkhɯm(h)ami saʔpunsaʔpun］

媒詞税  雌鏑敗戚  紫屍紫屍
日の光の さわやかさが そっとそっと

［カ ナ ダ ラ マ バ サ ア ジャ チャ カ タ パ ハ］

［ka na da ra ma ba sa a  dʒa tSha kha tha pha ha］

亜 蟹 陥 虞 原 郊 紫 焼 切 託 朝 展 督 馬
 カ ナ ダ ラ マ バ サ   ア ジャ チャ カ タ パ ハ

［ネ  マウム  トゥドゥんシル トゥグンドゥグン］

［nɛ  maɯm tuduŋSil tuɡɯnduɡɯn］

鎧  原製  砧逆叔  砧悦砧悦
ぼくの気持ち ほんわか ドキドキ

［アヤ アヤ オヨ オヨ］

［aja  aja  ɔjɔ ɔjɔ］

焼醤  焼醤  嬢食  嬢食
アヤ アヤ オヨ オヨ

［オヨ ウユ ウイ］

［ojo uju ɯi］

神推  酔政  生戚
オヨ ウユ ウイ

［スルプム  ハン  バんウリ  ハング ルムヌン   ハヌル］

［sɯlphɯm han baŋuri hanɡɯ rɯmnɯn hanɯl］

十把   廃  号随戚  廃越  声澗  馬潅
悲しみの ひとしずくが ハングルを詠む 空

［クルミ セギョ ジュヌン  サラん  サラん］

［kurɯmi sɛɡjɔ dʒunɯn saraŋ saraŋ］

姥硯戚  歯移 爽澗  紫櫛  紫櫛
雲が  刻んでくれる  愛 愛

● - 人 …と 

● 敗臆 共に．

● 石澗 石陥（読む）の連

体形 

● 焼徴 朝 

● 媒詞 日の光 

● - 税 …の 

● 雌鏑敗 さわやかさ 

● 紫屍 そっと 

● 十把 悲しみ 

● 廃 ひとつの 

● 号随 しずく 

● 声澗 声陥（詠む）の連

体形 

● 姥硯 雲 

● 歯移 刻んで．辞書形は

歯奄陥（刻む．掘る） 

● 爽澗 爽陥（くれる）の

連体形




